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3 月定例会　令和 6 年度当初予算を議決

50 億 5946 万円

78 億 7800 万円

一 般
会 計
８会計
総額

 ※その他・・議会費・農林水産業費・労働費
　　　　　　 諸支出金・予備費

 ※その他 ･･･ 諸収入・使用料及び手数料
　　　　　　 繰越金・分担金及び負担金

一 般 会 計 当 初 予 算 内 訳

総務費
12億7,360万円

25％

民生費
10億3,046万円

20％

衛生費
6億2,104万円

12％

土木費
5億9,317万円

12％

商工費
4億9,193万円

10％

教育費
3億9,025万円

8％

公債費
2億9,384万円

6％

消防費
2億9,873万円

4％

その他
1億3,537万円

3％

歳 出 歳 入

議案番号 会計名 町会計区分 金額 構成比 付託委員会
第９号 一般会計 一般会計 50 億 4,956 万円 64.1% 総務観光 / 民教土木常任委員会

第１０号 国民健康保険特別会計 特別会計 7 億 7,335 万円 9.8% 民教土木常任委員会
第１１号 介護保険特別会計 特別会計 5 億 8,013 万円 7.4% 民教土木常任委員会
第１２号 後期高齢者医療特別会計 特別会計 1 億 4,574 万円 1.9% 民教土木常任委員会
第１３号 公共下水道事業特別会計 企業会計 3 億 3,184 万円 4.2% 民教土木常任委員会
第１４号 水道事業会計 企業会計 2 億 1,320 万円 2.7% 民教土木常任委員会
第１５号 温泉温水供給事業会計 企業会計 5 億 1,456 万円 6.5% 温泉温水対策特別委員会
第１６号 千客万来事業会計 企業会計 2 億 6,958 万円 3.4% 総務観光常任委員会

全 8 会計　　合　計 78 億 7,800 万円 100.0%

繰入金
8億3,194万円

21％

財産収入・寄附金
6億466万円

11％

その他
2億3,036万円

5％

国庫支出金
3億461万円

5％

町債
9,410万円

2％

県支出金
1億8,583万円

4％

地方譲与税・
交付金

10億3,900万円
19％

町税
17億5,904万円

35％

自主財源
34億2,601万円

68％

依存財源
16億2,355万円

32％

前年度対比　93.8％

前年度対比　98.1％

一般会計当初予算額　推移

46億 6,381 万円

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

43億 4,141 万円
47億 9,579 万円

53億 8,365 万円
50億 4,956 万円
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出
席
者
数

賛
　
　
成

反
　
　
対

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
直
井
　
新
吾

安
齋
　
　
努

有
坂
　
太
宏

市
川
　
祥
史

安
井
　
尚
弘

小
林
　
純
一

金
丸
　
勝
利

上
坂
　
国
由

湯
本
　
晃
久

黒
岩
　
　
卓

宮
﨑
　
謹
一

【２月２１日　臨時会】 【
注
】
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
議
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
（
そ
の
場
合
は
「
裁
」
と
記
載
）。

条例の一部改正
手数料条例の一部改正 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度　草津町補正予算
専決処分事項の指定（一般会計補正予算（第６次）） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【３月定例会】
条例の一部改正
基金条例の制定 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
小学校施設整備基金の設置管理及び処分に関する条例の廃止 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部
改正 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険条例の一部改正 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
小口資金融資促進条例の一部改正 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
道路占用条例の一部改正 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公共物使用等に関する条例の一部改正 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
税条例の一部改正 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度　草津町予算
一般会計予算 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険特別会計予算 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計予算 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療特別会計予算 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公共下水道事業特別会計予算 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道事業会計予算 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉温水供給事業会計予算 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千客万来事業会計予算 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度　草津町補正予算
一般会計補正予算（第７次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険特別会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計補正予算（第３次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療特別会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公共下水道事業特別会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道事業会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉温水供給事業会計補正予算（第４次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千客万来事業会計補正予算（第３次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
その他
建設工事事業委託に関する協定の締結 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用者移転許可（仮称　ＵＮＰＡＣＫ） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用者移転許可（仮称　大成研修所） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用許可事項の変更（えいだ屋） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
群馬県市町村公平委員会共同設置規約の変更に関する協議 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
吾妻広域町村圏振興整備組合規約の変更 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
副町長の選任に関する同意 11 9 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
報告

【報告】温泉高度利用許可（湯音の森） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発議
専決処分事項の指定（税条例の一部改正並びに都市計画税条例の一部改正） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専決処分事項の指定（国民健康保険税課税限度額及び軽減判定所得基準額の見
直しに係る条例一部改正） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議議案　および　議案審議結果審議議案　および　議案審議結果
上程議案・結果

可 ： 可 決     否 ： 否 決     賛 成 ： 〇     反 対 ： ×

件　名 要　旨 請願・陳情者 付託委員会 結果

年金制度における外国
人への脱退一時金の是
正を求める意見書の採
択を求める陳情
（継続）

1、脱退一時金の運用において、日本人と外国人の被用者間で退職時の不公平が生
じている。
2、生活保護予備群を無尽蔵に生み出す制度運用であり、地方財政上の問題がある。
3、７２万件もの外国人の年金制度脱退を裁定するも、国側はその動向を把握して
いない。
4、厚生労働大臣が国会で答弁した今、調査および改善の要望を地方から挙げて頂
きたい。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書の採択を陳情する。

福岡県行橋市上稗田
１０９７－ 1

小坪慎也

民教土木
常任委員会 不採択

請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果
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Ｑ　

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
施

策
を
進
め
る
国
に
合
わ
せ
、
当

町
で
も
今
迄
の
施
策
に
加
え
ベ

ル
ツ
こ
ど
も
園
保
育
料
無
償
化

な
ど
前
向
き
な
施
策
が
み
ら
れ
、

児
童
福
祉
費
に
前
年
度
比
113
％

と
増
加
し
て
い
る
。
数
が
減
少

し
続
け
る
中
、
将
来
を
担
う
子

供
達
へ
の
思
い
を
お
聞
か
せ
頂

き
た
い
。

　

防
犯
灯
、
街
路
灯
の
電
気
料

補
助
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

中
心
地
湯
畑
か
ら
少
し
離
れ
た

だ
け
で
真
暗
な
所
も
多
い
の
が

現
状
。
設
置
そ
の
も
の
も
町
と

し
て
主
導
す
べ
き
で
は
。

町
長　

ご
質
問
に
あ
る
よ
う
に
、

施
策
の
柱
と
な
る
福
祉
施
策
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。「
保
育
料
の

無
償
化
」
に
つ
い
て
は
既
に
実

施
し
て
い
る
分
に
加
え
、
町
と

し
て
単
独
で
「
未
満
児
の
保
育

料
に
つ
い
て
も
無
償
化
」
す
る

方
針
と
し
た
も
の
。
児
童
室
の

全
額
公
費
負
担
、
学
校
や
園
の

給
食
費
完
全
無
償
化
な
ど
、
こ

れ
ら
は
私
の
政
策
理
念
に
基
づ

く
考
え
で
あ
り
、
保
護
者
の
サ

ポ
ー
ト
を
全
面
的
に
行
っ
た
も

の
で
、
今
年
度
当
初
予
算
に
つ

い
て
こ
う
し
た
福
祉
施
策
を
柱

と
し
て
編
成
し
た
。「
子
供
た
ち

へ
の
想
い
に
つ
い
て
」
は
、
彼

ら
は
町
の
宝
で
あ
り
、「
草
津
町

だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
、
切

れ
目
の
な
い
支
援
」
を
展
開
し
、

今
年
度
か
ら
は
「
妊
娠
期
か
ら

就
学
前
ま
で
の
健
診
事
業
」
を

確
実
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

同
時
に
幼
児
～
学
校
教
育
ま
で

の
支
援
の
充
実
と
、
高
校
生
へ

の
就
学
費
補
助
を
増
額
し
、
保

護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
、

支
援
を
行
う
予
算
を
計
上
し
た
。

　

新
設
の
防
犯
灯
、
街
路
灯
の

電
気
料
補
助
金
に
関
し
て
。
町

内
の
自
治
会
等
が
維
持
管
理
す

る
街
灯
の
電
気
料
に
対
し
て
、

１
本
に
つ
き
年
額
２
千
500
円
を

町
か
ら
補
助
し
、
自
治
会
等
の

負
担
軽
減
の
一
助
を
担
う
、
と

の
思
い
か
ら
創
設
し
た
。
自
治

会
等
が
管
理
す
る
街
灯
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
付
加
価
値
を
付

け
た
デ
ザ
イ
ン
で
設
置
し
て
い

る
為
、
町
が
設
置
す
る
画
一
的

な
も
の
と
趣
旨
が
違
う
こ
と
や

費
用
的
な
問
題
か
ら
も
設
置
そ

の
も
の
を
町
が
主
導
す
る
の
は

難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
町
内
の

暗
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
町
が

東
京
電
力
等
の
既
存
の
電
柱
に

防
犯
灯
を
共
架
す
る
こ
と
で
改

善
可
能
な
の
で
、
個
別
に
ご
相

談
頂
き
た
い
。

Ｑ　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
及
び
中

央
通
り
整
備
事
業
に
２
億
４
千

万
円
程
の
予
算
が
当
て
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
、
計

画
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
願
い
た

い
。
さ
ら
に
天
狗
山
エ
リ
ア
に

お
い
て
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
建
て
直

し
が
行
わ
れ
る
予
定
と
あ
る
が
、

そ
の
内
容
と
建
築
の
計
画
に
つ

い
て
改
め
て
お
伺
い
し
た
い
。

町
長　
「
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整

備
」
は
乗
降
客
の
増
加
に
伴
い
、

通
路
並
び
に
乗
降
場
を
50
セ
ン

チ
拡
張
し
、
安
全
性
、
利
便
性

を
図
る
と
共
に
壁
や
照
明
、
進

入
防
止
策
な
ど
を
含
め
た
整
備

を
行
い
、
玄
関
口
と
し
て
華
や

か
な
も
の
を
演
出
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。「
中
央
通
り

整
備
」
に
関
し
て
今
年
は
第
２

期
工
事
と
し
て
ス
ー
パ
ー
大
津

交
差
点
か
ら
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

入
口
ま
で
の
140
メ
ー
ト
ル
に
つ

い
て
整
備
予
定
。
内
容
に
つ
い

て
は
、
半
た
わ
み
舗
装
を
施
し

な
が
ら
車
道
を
狭
め
歩
道
を
拡

張
、
さ
ら
に
植
樹
に
よ
り
速
度

抑
制
効
果
も
は
か
り
た
い
。

　
「
天
狗
山
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
建
替

え
」
に
つ
い
て
は
令
和
７
年
12

月
竣
工
開
業
を
目
指
し
、
基
本

設
計
に
入
っ
て
い
る
。
新
し
い

建
物
は
床
面
積
を
約
40
％
縮
小

し
た
コ
ン
パ
ク
ト
で
華
や
か
さ

を
兼
ね
備
え
た
通
年
営
業
で
き

る
多
様
性
を
持
っ
た
建
物
に
し

た
い
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
令
和
６
年
６
月
頃
か
ら
B
棟

の
解
体
を
始
め
、
同
年
10
月
頃

新
設
建
物
の
基
礎
工
事
に
入
る

計
画
。
ま
た
、
A
棟
は
令
和
６

年
度
冬
期
営
業
終
了
後
、
令
和

７
年
５
月
頃
か
ら
解
体
を
予
定

し
て
い
る
。
完
成
に
向
け
て
、

鋭
意
努
力
し
て
参
り
た
い
。

Ｑ　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予

算
案
は
前
年
度
比
93
．
８
％
の

50
億
５
千
万
円
程
と
引
き
続
き

大
型
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
収

入
に
関
し
て
、
個
人
法
人
共
町

税
増
収
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

町
の
現
状
並
び
に
展
望
を
お
聞

か
せ
頂
き
た
い
。

町
長　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
低
迷
し
て
い
た
町
税
に
係

る
収
納
率
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
令

和
元
年
度
と
同
水
準
ま
で
回
復

し
て
い
る
こ
と
か
ら
税
収
へ
の

影
響
は
極
め
て
僅
少
な
こ
と
に

加
え
、
令
和
５
年
か
ら
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
も
増
加
傾
向
に

あ
り
、
当
町
に
と
っ
て
は
追
い

風
の
印
象
が
あ
る
。
ま
た
、
入

湯
客
数
の
推
移
で
も
令
和
６
年

令
和
6
年
度　

予
算
総
括
質
問

福
祉
施
策
に
関
し
て

一
般
会
計
予
算
案
に

　
　
　
　
　
　

関
し
て

観
光
施
策
に
対
し
て

安 齋　 努 議 員
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１
月
末
申
告
分
で
前
年
比
約
８

％
増
で
あ
り
、
個
人
町
民
税
で

は
令
和
５
年
度
課
税
所
得
ベ
ー

ス
で
コ
ロ
ナ
禍
前
を
超
え
る
伸

び
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
税
全

体
と
し
て
前
年
比
3.5
％
増
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。
長
い
ス

パ
ン
で
見
れ
ば
必
ず
法
人
・
町

民
税
に
も
草
津
町
の
事
業
所
の

所
得
が
上
が
れ
ば
反
映
し
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

続
い
て
歳
出
に
関
し
て
お

伺
い
し
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
が
徐
々

に
お
さ
ま
り
、
各
地
で
イ
ベ
ン

ト
の
再
開
が
行
わ
れ
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
は
イ
ベ
ン
ト
に

関
し
て
の
予
算
が
縮
小
し
て
い

る
中
、
人
気
の
あ
っ
た
自
転
車

イ
ベ
ン
ト
、
ツ
ー
ル
ド
草
津
や

熱
湯
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
コ
ロ
ナ
禍

で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
イ
ベ
ン

ト
の
復
活
を
望
む
声
が
少
な
く

な
い
。
町
の
経
済
に
貢
献
す
る

だ
け
で
な
く
、
町
に
季
節
の
メ

リ
ハ
リ
を
与
え
て
く
れ
る
効
果

も
あ
る
と
思
う
が
、
町
の
お
考

え
は
。

町
長　

具
体
的
に
お
示
し
し
て

い
る
ツ
ー
ル
ド
草
津
に
つ
い
て

は
学
者
先
生
の
言
い
分
を
聞
き

ま
す
と
、
今
の
レ
ベ
ル
１
は
は

る
か
前
の
レ
ベ
ル
１
と
は
状
況

が
違
う
と
い
う
こ
と
で
、
災
対

法
を
発
動
す
る
町
長
と
し
て
は

慎
重
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
多
く
の
ラ
イ
ダ

ー
が
集
ま
り
、
利
益
ま
で
出
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
る
が
、
直
ち
に

実
行
す
る
と
い
う
の
は
難
し
い

状
況
に
あ
る
。
ま
た
熱
湯
マ
ラ

ソ
ン
は
昨
年
度
予
算
で
は
行
う

予
定
だ
っ
た
が
、
関
係
者
の
方

か
ら
ス
タ
ッ
フ
不
足
と
い
う
問

題
が
出
て
し
ま
っ
た
。
例
え
ば
、

光
を
当
て
た
ロ
ー
ソ
ク
を
光
泉

寺
の
階
段
に
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー

ビ
ス
な
ど
も
大
変
素
晴
ら
し
い

イ
ベ
ン
ト
だ
と
思
う
が
人
手
が

必
要
と
い
う
こ
と
で
今
後
そ
う

い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い

人
た
ち
と
の
協
議
を
し
な
が
ら

で
き
る
と
い
う
な
ら
ば
町
は
予

算
を
付
け
る
決
意
は
あ
る
。

Ｑ　

最
後
に
、
千
客
万
来
事
業

会
計
に
つ
い
て
１
点
要
望
さ
せ

て
頂
き
た
い
。
私
は
総
務
観
光

委
員
会
等
に
お
い
て
、
職
員
皆

様
へ
の
よ
り
良
い
待
遇
な
ど
、

い
く
つ
か
の
理
由
か
ら
施
設
入

浴
料
の
値
上
げ
を
強
く
主
張
さ

せ
て
頂
い
て
き
た
立
場
で
あ
る
。

町
の
施
政
方
針
の
中
で
、「
そ
れ

ら
施
設
の
経
営
状
況
は
値
上
げ

効
果
も
あ
り
、
単
年
度
決
算
に

お
い
て
黒
字
を
出
す
ま
で
に
上

向
い
て
き
た
」
と
述
べ
ら
れ
て

お
り
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
随
時
、
検
討
、

見
直
し
を
お
願
い
申
し
上
げ
た

い
。

町
長　

令
和
３
年
12
月
、
自
ら

疲
弊
し
た
（
株
）
草
津
観
光
公

社
の
代
表
取
締
役
に
就
任
し
約

２
年
間
、
行
政
と
両
方
の
舵
取

り
を
し
て
き
た
。
独
特
な
手
法

を
取
り
入
れ
て
再
生
を
計
っ
て

き
た
。
こ
う
し
た
改
革
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
建

て
替
え
ま
で
踏
み
込
め
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
答
弁
書
と
は

少
し
離
れ
た
事
を
申
し
た
が
、

私
の
公
社
に
か
け
る
決
意
と
財

政
改
革
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。

千
客
万
来
事
業
会
計
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

　　

議
案
第
9
号
令
和
6
年
度
草

津
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

賛
成
の
立
場
に
て
討
論
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
長
の
施
政
方
針
で
も
あ
っ

た
と
お
り
福
祉
と
観
光
の
ま
ち

作
り
の
表
明
の
も
と
、
令
和
6

年
度
当
初
予
算
を
審
議
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
今
回
の
予
算
は
前

年
度
比
で
93.

8‌

%
と
な
り
ま

し
た
が
、
内
容
に
は
草
津
温
泉

先
を
見
据
え
た
予
算
と
な
っ
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

経
済
状
況
、
把
握
し
な
が
ら

の
予
算
編
成
で
あ
り
ま
す
。
福

祉
政
策
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

編
成
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
観

光
政
策
に
つ
い
て
も
草
津
町
の

魅
了
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る

内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
か
ら
始
ま
る
新

規
の
も
の
と
し
て
は
、
妊
娠
期

か
ら
就
学
前
ま
で
の
切
れ
目
の

な
い
健
康
検
査
事
業
、
町
に
あ

る
街
灯
の
電
気
料
金
の
補
助
金
、

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
も
切
れ

目
の
な
い
横
断
的
な
支
援
で
あ

り
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は

こ
れ
か
ら
も
多
額
な
予
算
が
か

か
る
予
定
で
す
が
、
交
付
金
の

運
用
も
含
め
安
心
で
き
る
予
算

計
上
で
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
対
策
に
お
い
て
も
例

年
並
み
の
予
算
と
な
り
、
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
町
長
の
号
令
の
下
、
役
場

の
方
々
の
数
年
に
わ
た
る
行
政

改
革
が
結
果
と
し
て
表
れ
た
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
に

お
い
て
も
行
政
、
議
会
、
各
種

団
体
の
み
な
さ
ん
と
、
草
津
が

発
展
で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、

本
案
に
賛
成
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

直 井 新 吾 議 員

議
案
第
９
号

Ｒ
６
一
般
会
計
予
算　

賛
成
討
論
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条　

例　

制　

定　

等

〇
議
案
第
１
号　

総8 

88

基
金
条
例
の
制
定

　

当
町
の
各
種
基
金
は
複
数
の

既
存
条
例
を
有
し
て
お
り
、
運

用
方
法
や
取
り
崩
し
の
条
件
等

が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
統
一
性
を
持
た
せ
る
た
め

の
基
金
条
例
を
新
た
に
設
置
し

ま
し
た
。

〇
議
案
第
２
号　

総8 

88

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り

勤
勉
手
当
の
支
給
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
条
例
の
一
部
改

正
を
し
ま
し
た
。

〇
議
案
第
３
号　

総8 

8

小
学
校
施
設
整
備
基
金
の
設
置

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

の
廃
止

　

新
た
な
基
金
条
例
を
制
定
す

る
に
あ
た
り
、
本
条
例
上
、
保

有
す
る
財
産
が
旧
草
津
町
公
民

館
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
財
産
を
維
持
す
る
と
い

う
基
金
の
主
た
る
目
的
が
喪
失

さ
れ
て
い
る
た
め
条
例
を
廃
止

し
ま
し
た
。

〇
議
案
第
４
号　

民8 

88

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

３
歳
以
上
児
の
保
育
料
無
償

に
加
え
、
３
歳
未
満
児
の
保
育

料
も
無
償
と
し
ま
し
た
。

〇
議
案
第
５
号　
民
8
8 

88

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

３
年
に
一
度
の
介
護
保
険
事

業
計
画
の
見
直
し
に
よ
り
、
介

護
保
険
料
の
有
効
期
間
と
保
険

料
率
の
改
定
を
行
い
、
現
行
の

標
準
９
段
階
か
ら
13
段
階
に
細

分
化
、
介
護
保
険
料
の
減
額
賦

課
に
か
か
る
規
定
の
改
正
を
し

ま
し
た
。

〇
議
案
第
６
号　

総8 

88

小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一

部
改
正

　

群
馬
県
と
の
協
調
に
よ
る
制

度
融
資
で
、
県
か
ら
の
要
請
に

よ
り
条
例
改
正
を
し
ま
し
た
。

　

群
馬
県
が
、
小
口
資
金
の
返

済
負
担
の
軽
減
策
と
し
て
小
口

資
金
融
資
の
借
換
制
度
及
び
借

換
条
件
の
緩
和
措
置
期
間
を
最

長
３
年
延
長
可
能
と
す
る
措
置

を
令
和
６
年
度
も
１
年
間
延
長

す
る
こ
と
か
ら
当
町
も
同
様
の

改
正
を
し
ま
し
た
。

〇
議
案
第
７
号　

民8

道
路
占
用
条
例
の
一
部
改
正

　

当
町
の
占
用
料
単
価
等
は
、

道
路
法
施
行
令
の
額
に
準
じ
て

お
り
、
同
施
行
令
が
改
正
施
行

さ
れ
た
こ
と
か
ら
当
町
の
条
例

も
一
部
改
正
を
し
ま
し
た
。

〇
議
案
第
８
号　

8
民8 

88

公
共
物
使
用
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
道
路
占
用
料
と
の
均

衡
性
を
鑑
み
、
一
部
改
正
を
し

ま
し
た
。

〇
議
案
第
31
号　

総8

8

税
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災

害
の
被
災
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
個
人
住
民
税
に
お
け

る
雑
損
控
除
の
特
例
措
置
を
し

ま
し
た
。

〇
議
案
第
25
号　
民
8
8

8

建
設
工
事
事
業
委
託
に
関
す
る

協
定
の
締
結

【
協
定
の
対
象
】

令
和
５
年
度
草
津
町
下
水
処
理

場
第
２
期
建
設
工
事
事
業
委
託

に
関
す
る
協
定

【
協
定
金
額
】

32
億
２
千
700
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】
東
京
都
文
京

区
湯
島
２
丁
目
31
番
27
号

日
本
下
水
道
事
業
団

理
事
長　

黒
田
憲
司

【
契
約
の
方
法
】
随
意
契
約

〇
議
案
第
26
号　

温8

温
泉
引
用
者
移
転
許
可

【
施
設
名
】

(

仮
称)

Ｕ
Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
15
ℓ
／
分

【
申
請
者
】

　

新　

聖
泰(

株)　

　

代
表
取
締
役　

朱
浩

　

旧　

田
村
メ
イ
コ

〇
議
案
第
27
号　
温　
8
88

8

温
泉
引
用
者
移
転
許
可

【
施
設
名
】

(

仮
称)

大
成
研
修
所

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
40
ℓ
／
分

議案はそれぞれの担当委員会で詳細な審議が
行われた後、最終日の本会議で議決されました。

総8 … 888総務観光常任委員会8
民 … 8888 民教土木常任委員会　

温8 8… 88温泉温水対策特別委員会

定 例 会定 例 会

協　
　
　
　

定

許

可
（

変

更

）



2024．4．266

協

議

【
申
請
者
】

　

新　

大
成
不
動
産
ホ
ー
ル
デ

　
　
　

ィ
ン
グ
ス(

株)

　

代
表
取
締
役　

野
村
昌
弘

　

旧　

学
校
法
人
貞
静
学
園

　

理
事
長　

奥
明
子

〇
議
案
第
28
号　
温　
8
88

8

温
泉
引
用
許
可
事
項
の
変
更

【
施
設
名
】
え
い
だ
屋

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
51
ℓ
／
分

【
申
請
者
】

(

株)

ジ
ェ
イ
フ
ェ
イ
ス

代
表
取
締
役　

古
舘
達
弥

〇
議
案
第
29
号　

8
総8　
　

88

8

群
馬
県
市
町
村
公
平
委
員
会
共

同
設
置
規
約
の
変
更
に
関
す
る

協
議

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
共

同
設
置
団
体
に
富
岡
市
及
び
榛

東
村
が
加
入
、
ま
た
負
担
金
の

算
出
方
法
８
（
対
象
職
員
数
の

明
確
化
、
団
体
割
負
担
金
の
新

設
）
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

〇
議
案
第
30
号　

総8

8

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
規
約
の
変
更

事
務
局
移
転
の
た
め
、
規
約
の

一
部
改
正
を
し
ま
し
た
。

【
現
在
】

バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル

【
移
転
先
】

旧
農
業
共
済
事
務
所

〇
議
案
第
32
号　
総　
8
88

8

副
町
長
の
選
任
に
関
す
る
同
意

　

・
福
田　

隆
次
さ
ん
（
再
任
）

〇
報
告
第
１
号　

温
泉
高
度
利
用
許
可

【
施
設
名
】
湯
音
の
森

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
10
ℓ
／
分

【
申
請
者
】

(

株)

ビ
ー
・
シ
ー
・
エ
ル　

代
表
取
締
役　

伊
藤
静
香

〇
議
案
第
１
号　

民8 

88

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
に
伴

い
、
戸
籍
謄
本
等
の
広
域
交
付

制
度
及
び
戸
籍
電
子
証
明
書
提

供
用
識
別
符
号
の
発
行
制
度
が

設
け
ら
れ
る
な
ど
、
戸
籍
制
度

に
つ
い
て
所
要
の
整
備
が
行
わ

れ
る
た
め
、
当
町
条
例
も
一
部

改
正
を
し
ま
し
た
。

〇
承
認
第
１
号 

88

専
決
処
分
事
項
の
承
認

報　
　
　
　

告

規

約

変

更

人

事

令和５年度　3 月補正予算　（一般会計・特別会計）
会　計　名 補　正　額 主　な　内　容　（　歳　出　） 総　額

議案第１７号
一般会計（第７次）　総8・8民88

+ 6,064 万円

財政調整基金 + 8,331 万円

62 億 2,060 万円
社会資本整備総合交付金事業・工作
物工事 ▲ 2,738 万円

ふるさと納税事業・手数料 + 1,668 万円
その他 ▲ 1,197 万円

議案第１８号
国民健康保険特別会計（第２次）　民88

+ 456 万円 保健給付費等交付金返還金 + 452 万円 8 億 230 万円その他 + 4 万円

議案第１９号
介護保険特別会計（第 3 次）　　民88

▲ 5,443 万円
施設介護サービス給付費 ▲ 2,291 万円

5 億 7,205 万円地域密着型介護サービス給付費 ▲ 1,773 万円
その他 ▲ 1,379 万円

議案第２０号
後期高齢者医療特別会計 ( 第 2 次 )　民8　+ 319 万円 保険料等負担金 + 319 万円 1 億 4,880 万円

令和５年度　3 月補正予算　（企業会計）
会　計　名 補　正　額 総　額

議案第２1 号　
公共下水道事業特別会計 ( 第２次 )　　民88

収益的 支　出 ▲ 665 万円 2 億 5,065 万円

議案第２２号　
水道事業会計（第２次）　民88

収益的 支　出 ▲ 104 万円 2 億 919 万円
資本的 収　入 + 438 万円 688 万円

議案第２３号　
温泉温水供給事業会計（第４次）　温88

収益的
収　入 + 500 万円 4 億 9,666 万円
支　出 + 364 万円 4 億 8,884 万円

議案第２４号
千客万来事業会計（第３次）　総88

収益的 収　入 ▲ 3,577 万円 3 億 4,958 万円
支　出 ▲ 287 万円 1 億 8,296 万円

臨 時 会（2 月 21 日 開 催 ）臨 時 会（2 月 21 日 開 催 ）
こ ん な こ と が き ま り ま し たこ ん な こ と が き ま り ま し た

条　

例　

制　

定　

等

承　
　
　
　

認

令和 5 年度　一般会計補正予算（第 6 次）
補正額 主　な　内　容　（　歳　出　） 補正後額

+ 4,481 万円

住 民 税 均 等 割 の
み 課 税 世 帯 へ の
価 格 高 騰 重 点 支
援給付金事業

+ 2,530 万円

61 億 5,996 万円
価 格 高 騰 重 点 支
援給付金事業 + 935 万円

児童室運営事業 + 550 万円

草 津 町 能 登 半 島
地震支援事業 + 300 万円
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3
月
定
例
議
会

委
員
会
審
査
・
報
告

議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

詳
細
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

付
託
議
案

【
議
案
８
号　

公
共
物
使
用
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

　
　

公
共
物
と
は
何
か
？

　
　

里
道
や
水
路
な
ど
、
機
能

を
有
し
て
い
る
も
の
は
法
定
外

公
共
物
と
し
て
い
る
。

【
議
案
９
号　

一
般
会
計
予
算
】　　
　
　
　

　
　

自
殺
対
策
強
化
事
業
県
補

助
金
の
内
容
は
？

　
　

主
に
計
画
策
定
支
援
業
務

委
託
に
な
る
が
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
・
診
療
対
応
・
講
演

会
等
を
行
い
、
パ
ン
フ
を
配
布

し
啓
発
し
て
い
く
。　
　

　
　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
及
び
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
特
定
財
源
は
？

　
　

シ
ス
テ
ム
改
修
費
は
国
費

負
担
だ
が
、
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ

ン
ト
に
見
合
っ
た
機
器
購
入
等
、

付
随
す
る
も
の
は
市
町
村
の
負

担
が
大
き
い
。

　
　

地
域
子
育
て
支
援
の
減
額

は
？

　
　

子
育
て
広
場
す
く
す
く
の

利
用
が
大
幅
に
減
っ
て
お
り
、
こ

ど
も
園
や
児
童
室
で
の
運
営
に

移
行
す
る
為
。

　
　

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

の
内
容
は
？

　
　

障
害
者
が
対
象
で
、
日
常

生
活
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め

に
杖
・
補
聴
器
等
を
給
付
・
援

助
す
る
事
業
。

　
　

ベ
ル
ツ
こ
ど
も
園
の
職
員

は
足
り
て
い
る
か
？

　
　

現
在
は
２
～
３
人
休
ん
で

も
対
応
で
き
る
職
員
数
で
あ
る
。

　
　

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
内
容
は
？

　
　

バ
ス
が
ど
こ
い
る
か
を
携

帯
で
情
報
が
確
認
で
き
る
シ
ス

テ
ム
。

　
　

火
葬
場
費
に
お
け
る
維
持

補
修
費
と
は
？

　
　

灰
を
自
動
で
吸
引
す
る
耐

熱
用
機
器
と
内
側
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
張
替
え
補
修
で
あ
る
。

　
　

オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
は
？

　
　

学
校
の
連
絡
網
と
し
て
利

用
し
て
い
る
ア
プ
リ
。
大
変
評

判
が
よ
く
便
利
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　
　

小
学
校
の
庁
用
器
具
費
の

内
容
は
？

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に
あ

っ
た
机
の
購
入
と
小
学
校
開
設

100
年
記
念
の
旗
を
制
作
す
る
た

め
。

　
　

学
校
の
端
末
等
保
守
費
用

だ
が
足
り
て
い
る
の
か
？

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
保
険
に
入

っ
て
い
る
。
１
～
２
年
後
に
は

購
入
予
定
。

　
　

図
書
館
費
に
お
け
る
工
事

請
負
費
の
内
容
は
？

　
　

Ｅ
Ｖ
設
置
に
伴
い
、
棚
の

移
動
が
必
要
に
な
る
た
め
。

【
議
案
10
号　

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
】

　
　

世
帯
数
及
び
保
険
者
数

は
？

　
　

加
入
者
は
１
千
20
世
帯
／

１
千
443
人
、
う
ち
低
所
得
世
帯

は
562
件
で
あ
る
。

【
議
案
11
号　

介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
】

　
　

介
護
職
員
の
人
材
不
足
で

は
な
い
の
か
？

　
　

施
設
と
し
て
は
賃
金
ア
ッ

プ
も
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
離
職
者
は
多
い
。

【
議
案
13
号　

公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
】

　
　

汚
泥
処
分
費
が
増
額
と
な

っ
て
い
る
要
因
は
？

　
　

３
業
者
に
お
願
い
し
て
い

る
が
、
１
番
安
か
っ
た
業
者
が
業

務
終
了
と
な
っ
た
こ
と
と
、
他

も
値
上
げ
の
依
頼
を
受
け
て
い

る
た
め
。

【
議
案
17
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
】

　
　

教
育
復
興
費
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
減
額
は
？

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
退
職
し

た
た
め
だ
が
、
県
か
ら
代
わ
り

の
方
が
来
る
予
定
。

Ｑ

Ｑ Ｑ Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

ＡＡ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

民教土木常任委員会

湯本 晃久 委員

上坂 国由 委員長

小林 純一 委員

直井 新吾 副委員長宮﨑 謹一 委員

有坂 太宏 委員



2024．4．268

付
託
議
案

【
議
案
９
号　

令
和
６
年
度
草
津

町
一
般
会
計
予
算
】

【
歳
入
】

　
　

鳥
獣
害
対
策
地
域
支
援
事

業
費
補
助
金
と
あ
る
。
昨
年
目

撃
情
報
が
多
数
出
て
い
る
が
、

草
津
町
で
も
増
加
し
て
い
る
の

か
？

　
　

熊
は
目
撃
情
報
が
10
件
。

被
害
は
な
い
。
サ
ル
と
鹿
に
関

し
て
、
目
撃
情
報
は
増
加
し
て

い
る
。
観
光
客
が
、
熊
と
鹿
を

見
間
違
え
て
の
通
報
が
多
い
。　
　
　
　

　
　

入
湯
税
が
昨
年
よ
り
増
額

計
上
だ
が
、
日
帰
り
客
の
増
加

に
よ
る
も
の
か
？

　
　

令
和
４
年
度
比
較
で
、
日

帰
り
客
が
増
加
し
て
い
る
。
増

加
の
主
力
は
大
滝
乃
湯
で
あ
る
。

【
歳
出
】

　
　

草
津
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

カ
ウ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
委
託
の
な

か
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
始
ま
る
と

の
こ
と
だ
が
、
開
始
日
は
？

　
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
結
び
つ
け
る
も
の
。

初
め
は
町
民
向
け
と
し
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
後
を
予
定
。

　
　

有
害
鳥
獣
捕
獲
実
施
予
算
。

猟
友
会
の
高
齢
化
が
見
ら
れ
る

が
、
現
在
の
登
録
人
数
は
？

　
　

現
在
は
６
人
。
一
報
が
あ

っ
た
時
は
、
総
務
課
６
名
で
対

応
。
現
在
は
鉄
砲
で
は
な
く
電

気
シ
ョ
ッ
ク
に
て
処
分
し
て
い

る
。

　
　

広
域
に
頼
る
と
言
わ
れ
た

が
、
無
理
が
生
じ
る
。
職
員
に

資
格
を
と
ら
せ
る
な
ど
の
考
え

は
？

　
　

考
え
た
い
。

　
　

公
園
費
の
説
明
で
、
公
園

遊
具
の
撤
去
と
あ
っ
た
が
、
新

た
な
遊
具
を
入
れ
る
の
か
？

　
　

危
険
な
遊
具
を
撤
去
す
る
。

新
し
い
遊
具
は
設
置
し
な
い
。

　
　

要
望
が
あ
れ
ば
設
置
し
た

い
。

【
議
案
16
号　

令
和
６
年
度
草
津

町
千
客
万
来
事
業
会
計
予
算
】

　
　

資
本
的
収
入
の
中
で
国
庫

補
助
金
と
あ
る
が
、
何
に
あ
て

る
の
か
？

　
　

天
狗
山
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
Ｂ

棟
の
解
体
費
。

　
　

パ
ル
ス
ゴ
ン
ド
ラ
。
営
業

後
３
回
の
故
障
が
あ
っ
た
が
、

原
因
は
？

　
　

油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
が
原
因
。

付
託
議
案

【
議
案
26
号　

温
泉
引
用
者
移
転

許
可
】

　

本
議
案
は
、｢

萬
中
屋
ペ
ン
シ

ョ
ン｣

を
所
有
し
て
い
た｢

田
村
メ

イ
コ｣

氏
か
ら｢

聖
泰(

株)

代
表

取
締
役 

朱
浩｣

氏
へ
の
譲
渡
に
伴

い
、
当
該
施
設
に
温
泉
引
用
許
可

が
さ
れ
て
い
る
万
代
源
泉
15
ℓ
／

分
に
対
し
て
、
温
泉
引
用
者
移
転

許
可
申
請
が
な
さ
れ
た
も
の
。

　

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
承
認
。

【
議
案
27
号　

温
泉
引
用
者
移
転

許
可
】

　

本
議
案
は
、｢

貞
静
学
園
草
津

研
修
所｣

を
所
有
し
て
い
た｢

学
校

法
人
貞
静
学
園 

理
事
長 

奥
明

子｣

氏
か
ら｢

大
成
不
動
産
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス(

株)

代
表
取
締

役 

野
村
昌
弘｣

氏
へ
の
譲
渡
に
伴

い
、
当
該
施
設
に
温
泉
引
用
許
可

が
さ
れ
て
い
る
万
代
源
泉
40
ℓ
／

分
に
対
し
て
、
温
泉
引
用
者
移
転

許
可
申
請
が
な
さ
れ
た
も
の
。

　

委
員
か
ら
引
用
の
目
的
及
び
事

由
つ
い
て
、
条
例
に
則
し
た
内
容

に
す
る
よ
う
要
望
が
あ
り
、
当
局

か
ら
は
今
後
そ
の
よ
う
指
導
す
る

旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
承
認
。

【
議
案
28
号　

温
泉
引
用
許
可
事

項
の
変
更
】

　

本
議
案
は
、｢(

株)

ジ
ェ
イ
フ

ェ
イ
ス 

代
表
取
締
役 

古
舘
達
弥｣

氏
の
当
該
施
設
に
温
泉
引
用
許
可

が
さ
れ
て
い
る
万
代
源
泉
51
ℓ
／

分
に
対
し
て
、
浴
槽
増
設
に
伴
う

内
容
変
更
の
た
め
、
許
可
事
項
の

変
更
申
請
が
な
さ
れ
た
も
の
。

　

浴
槽
表
面
積
と
許
可
湯
量
の
関

係
に
つ
い
て
、
当
局
か
ら
は
浴
槽

面
積
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
許

可
湯
量
の
範
囲
内
で
の
申
請
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
承
認
。

付
託
議
案
外

【
令
和
６
年
度
草
津
町
議
会
行
政

視
察
研
修
】

　

令
和
6
年
度
に
予
定
し
て
い
る

草
津
町
議
会
行
政
視
察
研
修
に
つ

い
て
、
時
期
や
場
所
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
時
期
は
、
9
月
下
旬
に

3
日
間
。

　

場
所
は
、
地
熱
及
び
観
光
視
察

も
兼
ね
た
場
所
の
選
定
が
必
要
で

あ
り
、
今
後
十
分
検
討
し
進
め
る

よ
う
お
願
い
し
た
。

ＱＱＱ

ＱＱＱＱ

Ｑ ＡＡ

ＡＡＡ ＡＡＡ

Ａ

総務観光常任委員会

温泉温水対策
　　　　特別委員会

上坂 国由 委員

安齋 　努 委員

安井 尚弘 委員長

黒岩 　卓 委員長

安齋 　努 委員

直井 新吾 委員

黒岩 　卓 副委員長

市川 祥史 副委員長

宮﨑 謹一 委員

金丸 勝利 委員

直井 新吾 委員

安井 尚弘 委員
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議

案

第

９

号

上 坂 国 由 議 員

湯 本 晃 久 議 員

市 川 祥 史 議 員

金 丸 勝 利 議 員

①
歳
入
【
町
債
／
臨
時
財
政
対
策

債
】

Ｑ　

借
入
額
が
前
年
比
９
割
減

だ
が
、
町
の
受
け
止
め
方
は
？

Ａ　

総
務
課
長

　

国
の
地
方
財
政
計
画
で
発
行
可

能
額
が
対
前
年
比
54
・
３
％
減
と

の
方
針
が
示
さ
れ
、
町
で
は
安
全

を
み
て
１
千
万
円
を
計
上
し
た
。

国
税
収
入
の
好
調
さ
が
背
景
に
あ

る
と
承
知
し
て
い
る
。

Ａ　

町
長

　

臨
時
財
政
対
策
債
は
国
が
交
付

税
と
し
て
自
治
体
に
渡
す
べ
き
も

の
。
国
の
財
政
上
一
度
に
渡
せ
な

い
た
め
町
が
一
旦
借
り
入
れ
る
。

町
の
借
金
と
し
て
は
加
味
し
な
い
。

②
歳
出
【
総
務
費
／
文
書
法
規
管

理
事
業
】

Ｑ　

窓
口
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

対
す
る
現
況
は
？

A　

総
務
課
長

　

各
課
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
集

約
中
。
令
和
７
年
４
月
に
は
対
応

が
で
き
る
も
の
に
し
た
い
。

歳
出
【
観
光
費
／
負
担
金
補
助
及

び
交
付
金
】

Ｑ　

ザ
ス
パ
広
告
掲
載
負
担
金

の
使
用
内
容
は
？

A　

観
光
課
長

　

Ｊ
２
ホ
ー
ム
戦
の
看
板
広
告
や

ザ
ス
パ
草
津
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

の
胸
に
「
泉
質
主
義
」
の
マ
ー
ク

を
入
れ
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
広
告
料
。

（
再
質
問
）

Ｑ　

海
外
誘
客
宣
伝
事
業
の
内

容
は
？

A　

観
光
課
長

　

群
馬
県
と
協
調
し
た
事
業
を
展

開
す
る
た
め
の
負
担
金
や
国
際
観

光
振
興
機
構
へ
の
賛
助
会
費
。

①
歳
出
【
民
生
費
／
地
域
子
育
て

拠
点
事
業
】

Ｑ　

子
育
て
サ
ロ
ン
『
す
く
す

く
』
事
業
が
移
転
し
て
か
ら
の
事

業
内
容
は
？

A　

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　

年
間
利
用
が
の
べ
293
件
。
費
用

対
効
果
を
考
慮
し
、
６
年
度
は
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
事
業
を

展
開
予
定
。

②
歳
出
【
教
育
費
／
学
校
教
育
付

帯
施
設
管
理
事
業
】

Ｑ　

工
事
請
負
費
、
維
持
補
修
費

の
内
容
は
？

A　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

中
学
校
の
熱
交
換
器
の
部
品
購

入
や
ポ
ン
プ
及
び
流
量
計
の
交
換

工
事
費
。

③
歳
出
【
土
木
費
／
空
き
家
対
策

事
業
】

Ｑ　

件
数
と
今
後
の
見
込
み
は
？

A　

土
木
課
長

　

令
和
２
年
度
か
ら
４
年
間
で
合

計
18
件
。
５
年
度
は
７
件
、
６
年

度
は
10
件
の
見
込
み
。

①
歳
出
【
観
光
費
／
国
内
誘
客
宣

伝
事
業
】

Ｑ　

ツ
リ
ー
及
び
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
予
算
内
容
は
？

A　

観
光
課
長

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
が
数
ヶ
月
で
劣
化

す
る
た
め
、
交
換
費
用
や
振
る
舞

い
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
費
用
。

A　

町
長

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
東
日

本
大
震
災
後
に
事
業
開
始
。
本
物

の
モ
ミ
の
木
を
使
用
し
、
イ
ベ
ン

ト
終
了
後
は
山
へ
か
え
す
こ
と
が

こ
の
事
業
の
狙
い
。
電
飾
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
は
環
境
に
弱
く
使
い
回
し
は
難

し
い
。

②
歳
出
【
観
光
費
／
グ
ラ
ウ
ン
ド

管
理
事
業
】

Ｑ　

本
白
根
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
権
利
解
除
補
償
の
残
り
区
画

は
？

A　

観
光
課
長

　

34
区
画
中
、
残
り
が
７
区
画
。

A　

町
長

　

南
本
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
所
有

権
移
転
を
し
て
８
千
円
の
対
価
で

買
っ
た
人
に
は
抹
消
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
残
っ
た
仮
登
記
権
者

に
は
今
ま
で
通
り
地
代
を
払
う
が
、

仮
登
記
は
債
権
に
な
り
５
年
で
時

効
が
成
立
す
る
。
裁
判
所
に
申
立

て
れ
ば
仮
登
記
の
排
除
も
で
き
る

が
乱
暴
な
法
律
を
駆
使
す
る
つ
も

り
は
な
い
。
状
況
が
改
善
次
第
、

払
っ
て
い
く
予
算
計
上
を
し
て
い

る
。

①
歳
出
【
民
生
費
／
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
事
業
】

Ｑ　

子
育
て
広
場
す
く
す
く
の

受
け
皿
が
あ
る
の
か
？

A　

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　

週
３
日
、
午
前
中
の
み
の
開
所

か
ら
始
め
る
予
定
。
利
用
者
と
話

し
な
が
ら
方
向
性
を
見
つ
け
た
い
。

②
歳
出
【
民
生
費
／
町
内
巡
回
バ

ス
事
業
】

Ｑ　

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
内
容
は
？

A　

福
祉
課
長

　

個
人
の
携
帯
端
末
へ
バ
ス
の
現

在
位
置
を
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
。

A　

町
長

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
が
不

明
確
な
点
が
あ
る
為
、
今
年
度
か

ら
精
査
す
る
。
行
政
も
税
金
を
出

す
以
上
そ
の
仕
組
み
を
把
握
し
、

町
民
に
効
果
、
効
率
の
高
い
福
祉

行
政
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
行
わ

せ
た
い
。

【
Ｒ
６　

一
般
会
計
予
算
】

有
坂
太
宏
議
員

議案質疑議案質疑
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議

案

第

17

号

議

案

第

27

号

小 林 純 一 議 員

①
歳
出
【
総
務
費
／
情
報
化
維
持

管
理
事
業
】

Ｑ　

備
品
購
入
費
・
機
械
器
具
費

の
内
容
は
？

Ａ　

企
画
創
造
課
長

　

情
報
系
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
接
続
系
の

サ
ー
バ
ー
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

器
の
保
守
期
限
到
来
に
伴
う
更
新
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
140
台
の
更
新
。

（
再
質
問
）

Ｑ　

も
う
少
し
検
討
を
し
計
画

を
立
て
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う

か
？

A　

企
画
創
造
課
長

　

機
器
は
、
今
ま
で
よ
り
も
高
ス

ペ
ッ
ク
な
も
の
採
用
す
る
。
ソ
フ

ト
等
は
、
各
部
署
で
検
討
し
導
入

す
る
。
今
回
の
予
算
は
５
年
前
の

も
の
を
更
新
す
る
予
算
。

②
歳
出
【
総
務
費
／
交
通
安
全
指

導
事
業
】

Ｑ　

運
転
免
許
証
自
主
返
納
実

績
と
返
納
し
た
人
の
支
援
は
？

Ａ　

総
務
課
長

　

令
和
５
年
度
は
年
度
途
中
で
26

名
、
令
和
４
年
度
は
24
名
、
令
和

３
年
度
は
27
名
が
返
納
、
町
と
し

て
は
返
納
し
た
方
に
１
万
１
千
円

分
の
商
品
券
、
あ
る
い
は
町
内
巡

回
バ
ス
回
数
券
を
補
助
。

（
再
質
問
）

Ｑ　

返
納
後
の
継
続
的
な
補
助

の
考
え
は
？

A　

総
務
課
長

　

巡
回
バ
ス
、
福
祉
バ
ス
が
高
齢

者
の
交
通
の
足
の
主
体
に
な
る
と

考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

は
継
続
し
て
い
き
た
い
。

③
歳
出
【
商
工
費
／
公
園
管
理
事

業
】

Ｑ　

囲
山
公
園
は
現
状
、
き
ち
ん

と
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
な
い
が
、
今
年
度
ど
の
よ
う
に

整
備
し
て
い
く
の
か
？

Ａ　

観
光
課
長

　

業
者
委
託
し
、
昨
年
度
は
芝
の

刈
込
み
と
肥
料
の
散
布
を
４
回
実

施
し
た
。
今
年
度
も
委
託
す
る
予

定
。
業
者
が
決
ま
り
次
第
、
今
ま

で
以
上
に
綺
麗
に
し
て
頂
く
よ
う

依
頼
す
る
予
定
。

①
歳
出
【
観
光
費
／
公
園
管
理
事

業
】

Ｑ　

減
額
理
由
と
事
業
が
完
了

し
た
の
か
？

Ａ　

観
光
課
長

　

昭
和
公
園
（
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
）

の
設
置
工
事
の
入
札
差
金
で
減
額
。

②
歳
出
【
観
光
費
／
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
管
理
事
業
】

Ｑ　

減
額
理
由
及
び
事
業
は
完

了
し
た
の
か
？

Ａ　

観
光
課
長

　

非
常
用
自
家
発
電
設
備
の
修
繕

工
事
で
当
初
見
込
ん
で
い
た
備
品

が
継
続
使
用
が
可
能
な
こ
と
が
分

か
り
、
減
額
と
な
っ
た
。

③
歳
出
【
観
光
費
／
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
】

Ｑ　

増
額
と
減
額
の
詳
細
は
？

Ａ　

企
画
創
造
課
長

　

①
温
泉
門
建
設
工
事
の
追
加
工

事
で
１
千
79
万
１
千
円
、
湯
滝
足

湯
の
変
更
の
追
加
工
事
で
647
万
９

千
円
、
木
製
案
内
看
板
の
追
加
工

事
で
１
千
49
万
４
千
円
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
。
②
本
町
駐
車
場
跡
地
広

場
整
備
工
事
で
４
千
290
万
円
の
事

業
廃
止
に
よ
る
減
額
。
③
中
央
通

り
の
整
備
工
事
で
側
溝
の
融
雪
工

事
や
歩
道
具
等
を
合
わ
せ
522
万
円

の
増
額
。

（
再
質
問
）

Ｑ　

公
園
に
関
し
て
の
希
望
な

ど
を
町
と
し
て
聞
い
て
い
た
だ

け
る
の
か
？

A　

町
長

　

要
望
が
あ
れ
ば
、
必
要
な
も
の

に
つ
い
て
は
聞
く
耳
を
持
つ
。

歳
出
【
観
光
費
／
熱
湯
マ
ラ
ソ
ン

事
業
】

Ｑ　

今
後
の
開
催
は
？

Ａ　

町
長

　

東
日
本
大
震
災
が
き
っ
か
け
で

始
ま
っ
た
。
町
の
活
性
化
が
目
的

で
あ
っ
た
が
、
各
事
業
所
の
若
い

人
達
が
多
忙
で
手
が
回
ら
な
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
、発
案
者
か
ら
「
中

止
に
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
を
受

け
中
止
の
判
断
を
し
た
。
要
望
が

あ
れ
ば
聞
く
耳
を
持
っ
て
予
算
を

取
る
考
え
が
あ
る
。

Ｑ　

業
種
『
宿
泊
』
は
一
般
の
宿

泊
と
い
う
意
味
な
の
か
？

Ａ　

温
泉
課
長

　

研
修
所
と
宿
泊
を
兼
ね
て
い
る

も
の
と
し
て
申
請
を
受
け
た
。
宿

泊
施
設
の
場
合
、
旅
館
業
法
に
基

づ
く
も
の
で
あ
れ
ば
旅
館
営
業
許

可
が
必
要
。
研
修
所
に
つ
い
て
も

こ
の
許
可
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。

（
再
質
問
）

Ｑ　

営
業
許
可
は
ど
の
よ
う
に

把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
？

A　

温
泉
課
長

　

研
修
所
と
い
う
こ
と
で
、
旅
館

営
業
法
に
は
該
当
し
な
い
と
い
う

内
容
で
捉
え
て
い
る
。

A　

町
長

　

許
可
条
件
は
議
会
の
議
決
を
得

て
許
可
に
な
る
。
今
回
は
温
泉
条

例
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
当
局

が
判
断
し
議
会
に
提
案
し
て
い
る
。

Ｑ　

主
た
る
目
的
は
？

Ａ　

温
泉
課
長

　

申
請
者
の
研
修
所
と
い
う
こ
と

で
捉
え
て
い
る
。

（
再
質
問
）

Ｑ　

確
認
を
し
て
い
る
と
い
う

事
で
は
な
い
の
か
？

A　

温
泉
課
長

　

届
出
の
段
階
で
は
確
認
を
と
っ

て
い
る
。

【
温
泉
引
用
者
移
転
許
可
】

上
坂
国
由
議
員

小
林
純
一
議
員

湯
本
晃
久
議
員

湯
本
晃
久
議
員

議案質疑議案質疑
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Ｑ　

２
０
２
１
年
12
月
と
２
０
２

２
年
12
月
の
定
例
議
会
で
、
一
般

質
問
し
て
い
る
。
２
０
２
２
年
度

よ
り
、「
に
っ
こ
り
検
診
」
に
て
聴

覚
検
査
の
導
入
に
は
感
謝
す
る
。

現
在
高
齢
化
が
進
み
、「
誰
も
が
補

聴
器
を
買
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
と
の
声
が
全
国
で
広
が
っ
て

い
る
。
２
０
２
２
年
に
は
全
国
で

補
聴
器
の
購
入
助
成
を
行
っ
て
い

た
自
治
体
は
123
。
群
馬
県
は
３
自

治
体
、
太
田
市
・
前
橋
市
・
大
泉
町
。

今
年
１
月
の
全
国
調
査
で
は
239
自

治
体
と
、
２
０
２
２
年
度
よ
り
２

倍
に
増
え
て
い
る
。
群
馬
県
で
は
、

新
た
に
千
代
田
町
・
館
林
市
が
加

わ
り
５
市
町
村
と
な
っ
た
。

　

２
０
２
２
年
の
時
の
答
弁
の
な

か
で
、「
健
康
推
進
課
・
福
祉
課
で

相
談
事
業
を
開
設
す
る
」
と
あ
る

が
、
現
在
ま
で
に
相
談
者
や
、
対

応
を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

 　

補
聴
器
は
決
し
て
安
価
な
物
で

は
な
い
。「
補
聴
器
を
つ
け
れ
ば
生

活
の
質
が
上
が
る
の
は
確
実
だ
が

購
入
ま
で
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
」「
年
金
生
活
で
は
価
格
に
問
題

が
あ
る
」
等
の
声
が
あ
る
。
東
京

都
港
区
は
、
補
聴
器
相
談
員
が
補

聴
器
の
装
用
を
認
め
た
60
歳
以
上

の
住
民
に
13
万
７
千
円
ま
で
助
成
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
た
住
民
は「
制

度
が
あ
っ
た
か
ら
購
入
で
き
た
」

「
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
、
集
ま
り

に
も
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

港
区
は
22
年
度
の
利
用
者
は
523
人
。

見
込
ん
で
い
た
250
人
を
大
き
く
上

回
っ
た
。

　

施
政
方
針
で
述
べ
ら
れ
た
「
草

津
町
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
、

切
れ
目
の
な
い
横
断
的
な
支
援
」、

高
齢
化
が
進
む
草
津
町
な
ら
で
は

の
支
援
を
求
め
て
一
般
質
問
と
す

る
。

町
長　
「
に
っ
こ
り
健
診
」
に
お

い
て
、
高
齢
者
の
聴
力
検
査
を
開

始
。
町
の
健
診
事
業
に
お
け
る
聴

力
検
査
で
は
、
生
活
に
支
障
が
出

て
い
な
い
か
、
困
っ
て
い
る
こ
と

は
な
い
か
、
町
民
に
寄
り
添
う
と

い
う
視
点
に
立
っ
た
検
査
で
あ
る
。

　

聴
力
検
査
の
実
施
状
況
は
、
令

和
５
年
度
、
65
歳
以
上
の
706
名
の

方
が
「
に
っ
こ
り
健
診
」
に
お
い

て
聴
力
検
査
を
受
診
。
こ
の
う
ち

68
％
に
あ
た
る
約
480
名
の
高
齢
者

の
方
に
、
左
右
ど
ち
ら
か
の
聴
覚
、

あ
る
い
は
特
定
の
周
波
数
が
聞
こ

え
に
く
い
な
ど
の
所
見
が
見
受
け

ら
れ
た
。
健
診
事
業
の
結
果
と
併

せ
て
聴
力
検
査
の
結
果
を
通
知
し
、

健
康
相
談
事
業
の
案
内
を
同
封
し

て
い
る
。
町
民
の
方
々
は
、
こ
の

結
果
通
知
と
案
内
に
て
、
心
配
な

こ
と
や
不
安
な
点
、
ま
た
、
個
別

に
相
談
し
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
る

場
合
に
は
、
健
康
相
談
事
業
の
体

制
を
整
え
て
い
る
。
相
談
事
業
は

年
12
回
実
施
。
医
師
の
ほ
か
、
保

健
師
や
管
理
栄
養
士
が
一
人
ひ
と

り
に
寄
り
添
っ
た
形
で
健
康
相
談

に
応
じ
る
体
制
。

　

相
談
事
業
の
相
談
実
績
は
、
聴

力
検
査
を
取
り
入
れ
た
令
和
４
年

度
は
、
健
康
相
談
事
業
の
利
用
件

数
は
36
件
、
う
ち
健
診
結
果
に
基

づ
く
相
談
は
17
件
。
令
和
５
年
度

は
40
件
の
相
談
が
あ
り
、
健
診
結

果
に
基
づ
く
相
談
は
31
件
。
２
ヶ

年
の
相
談
実
績
は
、
聴
力
や
加
齢

難
聴
と
い
う
区
分
で
の
相
談
実
績

は
ゼ
ロ
件
。

　

補
聴
器
の
補
助
事
業
に
関
し
て

は
、現
行
の
制
度
に
お
い
て
は
「
障

害
者
総
合
支
援
法
」
に
お
け
る
障

が
い
者
へ
の
給
付
事
業
と
し
て
位

置
づ
け
で
あ
り
、
令
和
５
年
度
に

は
３
が
障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ

り
補
装
具
の
種
目
と
し
て
補
聴
器

購
入
事
業
の
給
付
対
象
。
制
度
の

活
用
を
し
て
い
る
。
町
は
、
18
歳

未
満
の
方
を
対
象
と
し
た
補
助
事

業
と
し
て
「
草
津
町
難
聴
児
補
聴

器
購
入
支
援
事
業
」
を
群
馬
県
の

要
綱
に
基
づ
い
て
実
施
。
国
や
県

の
補
助
制
度
の
活
用
に
て
、
障
が

い
者
支
援
を
重
点
に
置
い
た
対
応

は
今
後
も
適
切
に
進
め
て
い
き
た

い
。

　

高
齢
者
の
方
々
の
健
康
増
進
の

相
談
や
要
望
な
ど
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
し
っ
か
り
と
耳

を
傾
け
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
も
、

新
年
度
も
健
診
事
業
の
実
施
と
、

健
康
相
談
事
業
の
活
用
実
態
を
把

握
し
、
高
齢
者
の
健
康
保
持
に
努

め
、
草
津
町
の
高
齢
者
の
方
々
が

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
ら
れ
る

よ
う
、
町
を
あ
げ
て
福
祉
施
策
を

推
進
し
た
い
と
考
え
る
。

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

加
齢
難
聴
に
お
け
る
、

　
　
　
　
　

補
聴
器
購
入
に
つ
い
て

有
坂
太
宏
議
員



2024．4．2612

　

ま
ず
一
般
質
問
の
前
に
、
先
般

発
生
し
た
能
登
半
島
震
災
に
よ
り

被
災
さ
れ
ま
し
た
多
く
の
方
々
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

草
津
町
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
１
月
20
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

の
５
％
を
復
興
支
援
と
し
て
送
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
被
災
地

へ
の
思
い
や
り
が
、
全
国
か
ら
今
、

一
番
賑
わ
っ
て
い
る
温
泉
地
に
評

価
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

そ
れ
で
は
一
般
質
問
を
３
点

程
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

①
最
初
に
、
立
体
交
差
及
び
温

泉
門
が
完
成
し
、
又
一
つ
、
新
た

な
名
所
が
増
え
ま
し
た
。(

元)

坂
田
ス
タ
ン
ド
前
の
一
時
停
止
を

バ
イ
バ
ス
に
し
た
お
陰
で
、
渋
滞

も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
、次
は
「
ホ

テ
ル
櫻
井
前
」
の
信
号
の
切
り
替

え
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
が
長
く
、
今

度
は
こ
こ
で
渋
滞
が
急
増
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
信
号
を
改
善
し
て

い
く
事
は
、
既
に
検
討
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
現
況
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

②
次
に
、
防
犯
灯
、
街
路
灯
の

見
直
し
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
先

程
の
中
学
生
議
会
よ
り
南
本
町
の

生
徒
か
ら
、
コ
ロ
ナ
も
終
息
し
、

ク
ラ
ブ
活
動
も
遅
く
ま
で
や
っ
て

下
校
時
は
夕
刻
で
、
足
元
も
暗
く
、

通
学
路
を
不
安
を
感
じ
な
が
ら
帰

っ
て
い
る
、
と
の
事
早
急
に
見
直

し
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

③
続
い
て
、
70
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
安
否
確
認

を
兼
ね
た
配
食
事
業
も
、
継
続
し

て
頂
け
る
事
、
利
用
者
か
ら
も
感

謝
の
声
も
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

春
、
３
月
に
は
70
歳
定
年
退
職
さ

れ
、
共
同
施
設
、
寮
、
よ
り
ア
パ

ー
ト
等
に
移
る
方
の
為
、
今
一
度
、

配
食
希
望
の
公
募
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

  

※
尚
、
追
伸
と
し
て
、
温
泉
門
の

[

東
京
方
面]

の
看
板
が
黒
字
で

夕
刻
時
に
は
見
え
な
か
っ
た
件
、

今
は
電
光
掲
示
板
の
如
く
、
鮮
明

に
わ
か
る
よ
う
に
改
良
し
て
頂
い

た
事
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
以
上
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

町
長　

そ
れ
で
は
、
安
井
議
員
の

一
般
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

①
１
点
目
の
「
ホ
テ
ル
櫻
井

前
」
交
差
点
の
渋
滞
解
消
検
討
の

現
況
を
、
と
の
内
容
で
あ
り
ま
す

が
、
先
月
、
２
月
27
日
に
長
野
原

警
察
署
長
と
副
所
長
に
接
見
し
て

「
ホ
テ
ル
櫻
井
前
」
の
交
差
点
の
渋

滞
解
消
に
向
け
た[
信
号
の
Ａ
Ｉ

化]

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て

参
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

に
よ
り
交
通
状
況
を
常
時
監
視
す

る
こ
と
は
、
実
証
実
験
の
段
階
で

実
用
化
は
少
し
先
に
な
る
、
と
の

事
で
し
た
。
尚
、「
ホ
テ
ル
櫻
井
前
」

の
信
号
機
は
、[

感
応
制
御
方
式]

の
高
性
能
な
信
号
機
で
あ
る
の
で
、

か
な
り
の
対
応
が
出
来
る
、
と
の

事
で
し
た
。

　

②
２
点
目
と
し
て
、
郊
外
が
暗

く
、学
童
の
不
安
解
消
の
、防
犯
灯
・

街
路
灯
を
見
直
し
明
る
く
安
全
な

通
学
路
に
し
て
欲
し
い
、
と
の
内

容
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
件
は
自
治

会
が
、
維
持
管
理
す
る
も
の
で
、

設
置
し
た
い
ん
だ
け
ど
、
電
気
料

が
か
か
り
、
負
担
が
大
き
く
な
る

の
で
、
何
と
か
な
ら
ん
か
、
と
い

う
要
望
に
応
え
、
１
本
２
千
500
円
、

の
街
路
灯
に
つ
い
て
、
町
が
補
助

を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
ま
ず
、
設
置

場
所
の
地
主
さ
ん
の
許
可
を
得
て
、

具
体
的
に
ど
の
辺
、
が
ど
う
い
う

ふ
う
に
欲
し
い
、
と
の
要
望
が
あ

れ
ば
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

③
３
点
目
は
、
70
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
へ
の
配
食
の
追
加

公
募
に
つ
い
て
、
で
あ
り
ま
す
が
、

安
井
議
員
お
尋
ね
の
退
職
等
に
よ

り
、
寮
よ
り
、
ア
パ
ー
ト
等
へ
の

移
ら
れ
る
方
へ
の
対
応
で
す
が
、

毎
年
、
６
月
に
民
生
委
員
児
童
委

員
が
中
心
と
な
り
、「
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
実
態
調
査
把
握
事
業
」
と

し
て
、
担
当
区
内
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
を
把
握
し
希
望
を
募
る

こ
と
か
ら
始
め
て
お
り
ま
す
。「
広

報
い
で
ゆ
」
等
で
定
期
的
に
掲
載

し
て
、
利
用
の
機
会
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  　

以
上
、
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

ホ
テ
ル
櫻
井
前
の
信
号
の
改
善

防
犯
灯
、
街
路
灯
の
見
直
し

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
配
食
再
募
集

安
井
尚
弘
議
員
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議
員
活
動
報
告

議
場
だ
け
が
仕
事
場
じ
ゃ
な
い
！

12
月
定
例
議
会
後
か
ら
3
月
定
例
議
会
間
の

活
動
の
一
部
を
ご
報
告
し
ま
す

　

草
津
町
議
会
が
全
国
町
村
議
長
会
会

　

草
津
町
議
会
が
全
国
町
村
議
長
会
会

長
表
彰
を
地
方
自
治
の
発
展
と
福
祉
の

長
表
彰
を
地
方
自
治
の
発
展
と
福
祉
の

向
上
に
尽
く
し
た
功
績
で
、
令
和
６
年

向
上
に
尽
く
し
た
功
績
で
、
令
和
６
年

２
月
８
日
全
国
町
村
議
長
会
総
会
に
お

２
月
８
日
全
国
町
村
議
長
会
総
会
に
お

い
て
、
受
賞
し
ま
し
た
。
全
国

い
て
、
受
賞
し
ま
し
た
。
全
国
926926
町
村
町
村

中中
2222
町
村
が
表
彰
さ
れ
草
津
町
議
会
が

町
村
が
表
彰
さ
れ
草
津
町
議
会
が

そ
の
栄
誉
に
入
り
、
群
馬
県
町
村
議
長

そ
の
栄
誉
に
入
り
、
群
馬
県
町
村
議
長

会
総
会
の
席
上
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

会
総
会
の
席
上
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
元
年

　

平
成
元
年
1111
月
新
井
祥
子
議
員
（
当

月
新
井
祥
子
議
員
（
当

時
）
は
、
黒
岩
町
長
か
ら
平
成

時
）
は
、
黒
岩
町
長
か
ら
平
成
2727
年
１
年
１

月
８
日
町
長
室
で
性
被
害
（
刑
法
第

月
８
日
町
長
室
で
性
被
害
（
刑
法
第
177177

条
）
を
受
け
た
と
、
電
子
書
籍
で
全
国
、

条
）
を
受
け
た
と
、
電
子
書
籍
で
全
国
、

全
世
界
に
広
げ
ま
し
た
。
草
津
町
議
会

全
世
界
に
広
げ
ま
し
た
。
草
津
町
議
会

は
令
和
元
年

は
令
和
元
年
1212
月
２
日
緊
急
に
全
員
協

月
２
日
緊
急
に
全
員
協

議
会
を
開
催
し
、
事
実
を
質
し
新
井
祥

議
会
を
開
催
し
、
事
実
を
質
し
新
井
祥

子
議
員
（
当
時
）
は
「
告
発
し
た
こ
と

子
議
員
（
当
時
）
は
「
告
発
し
た
こ
と

は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
議
場
で
述

は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
議
場
で
述

べ
ま
し
た
。
議
会
は
黒
岩
町
長
の
人
柄
、

べ
ま
し
た
。
議
会
は
黒
岩
町
長
の
人
柄
、

日
時
・
場
所
か
ら
虚
偽
の
告
発
で
あ
り
、

日
時
・
場
所
か
ら
虚
偽
の
告
発
で
あ
り
、

至
っ
た
背
景
か
ら
全
く
の
作
り
話
と
草

至
っ
た
背
景
か
ら
全
く
の
作
り
話
と
草

津
町
議
会
は
断
定
し
、
地
方
自
治
法
第

津
町
議
会
は
断
定
し
、
地
方
自
治
法
第

135135
条
で
懲
罰
を
科
し
除
名
処
分
を
（
新

条
で
懲
罰
を
科
し
除
名
処
分
を
（
新

井
祥
子
他
１
名
を
除
く
多
数
決
で
）
可

井
祥
子
他
１
名
を
除
く
多
数
決
で
）
可

決
し
ま
し
た
が
、
群
馬
県
自
治
紛
争
委

決
し
ま
し
た
が
、
群
馬
県
自
治
紛
争
委

員
会
、
高
等
裁
判
所
の
裁
定
で
除
名
は

員
会
、
高
等
裁
判
所
の
裁
定
で
除
名
は

撤
回
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
新
井
祥
子
を
議

撤
回
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
新
井
祥
子
を
議

会
議
員
と
し
て
議
会
を
進
め
る
事
は
草

会
議
員
と
し
て
議
会
を
進
め
る
事
は
草

津
町
の
発
展
、
町
民
の
教
育
・
福
祉
向

津
町
の
発
展
、
町
民
の
教
育
・
福
祉
向

上
に
支
障
が
あ
る
の
で
憲
法
第

上
に
支
障
が
あ
る
の
で
憲
法
第
1515
条
に
条
に

よ
る
リ
コ
ー
ル
を
町
民
の
皆
様
に
お
願

よ
る
リ
コ
ー
ル
を
町
民
の
皆
様
に
お
願

い
し
、
皆
様
の
お
力
を
得
て
新
井
祥
子

い
し
、
皆
様
の
お
力
を
得
て
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。
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迎
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。
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懲
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憲
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1 月 26 日
第 55回葉山町民スキー学校
歓迎レセプション

2月 14日
吾妻郡町村議会議員研修会

3月 13日
令和 5年
第 77回草津中学校
卒業証書授与式

1月 23日
草津町・草津町議会
スキー場視察
（石打丸山スキー場）

受賞にあたって受賞にあたって
宮﨑議長からひと言宮﨑議長からひと言

受賞にあたって
宮﨑議長からひと言
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全国町村議会議長会

草津町議会表彰されました
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を
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多
数
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、
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紛
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、
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の
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、
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を
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と
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事
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、
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に
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あ
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の
で
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に
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を
町
民
の
皆
様
に
お
願

い
し
、
皆
様
の
お
力
を
得
て
新
井
祥
子

議
員
を
除
籍
し
町
政
を
正
常
に
戻
す
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
間
草
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町
に
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す
る
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っ
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の
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、
デ
マ
を
囃
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る
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か
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の
誹
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中
傷
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を
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民
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の
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町
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と
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今
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表
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に
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じ
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進
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。
よ
り
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え
を
お
願
い
致
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ま
す
。

記念品として時計を
いただき、正副議長
室に飾らせていただ
きました。

   中澤広夫 氏（前副議長）

   （副議長４年表彰）    湯本晃久 議員

   ( 議会議員１０年以上表彰 )    上坂国由 議員

   （議会議員１０年以上表彰）

益々のご活躍を
祈念いたします。

群馬県町村議会議長会

自治功労者表彰
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議員が順番に日頃感じていることなど
自由に書く「忙中感記」。

今回は有坂太宏議員です。

東日本大震災から13年
　
　3月11日は、東日本大震災の発生から13年とな
りました。
　今年は新年早々元日に、能登半島地震も発生
し、甚大な被害が発生しました。被災された方々
に心よりお見舞いを申し上げます。
東日本大震災ではいまだに、2万9千人が東京電力
福島第一原発事故の影響で避難生活を余儀なくさ
れています。また能登半島地震では、1万2千743
人（3月11日）の方が避難生活を送っています。
　日本各地で大きな災害が起こるたびに思うの
は、実際に自分が暮らしている地域が災害発生時
に、「自分がどの様な行動をとるのか」というこ

とです。
　草津町では、「草津町ハザードマップ」「草津
白根火山ハザードマップ」が作成されています。
各地で大きな災害が起きるたびに、このハザード
マップを確認するようにはしていますが、近年の
自然災害は予測を超えるものが多くなりました。
「ハザードマップ」以外での災害も発生する可能
性もあります。
　この機会に、ご家庭でも「ハザードマップ」を
見て家族で、災害ボランティアや避難所の確認等
を話し合われるのも良いのではないでしょうか。

○町議会に対する請願書の提出には、紹介議員が必要です。
○陳情は、請願とほぼ同じ扱いですが、議員の紹介なしで提出できます。
○採択となった請願・陳情について、執行機関は実行の義務はありませんが、議会の意思として十分に
　尊重されています。

次の事項の記載をお願いします。（決まった書式はありません）
①請願（陳情）の表題・趣旨・理由
②提出年月日
③請願（陳情）者の住所・氏名・印
④請願の場合は、紹介議員の著名（または記名押印）
⑤連名の場合は代表者を記入し、名簿を添付する。
⑥あて先…草津町議会議長

会議録内容や、議会内容をインターネットで見られます会議録内容や、議会内容をインターネットで見られます会議録内容や、議会内容をインターネットで見られます
令和４年（2022 年）第３回（３月定例会）以降、記録を公開しています。

閲覧方法
〇草津町役場ホームページ（https://www.town.kusatsu.gunma.jp/）
　のトップページから「草津町議会」→「草津町議会会議録」・「本会議中継録画配信」

草津町
ハザードマップ

草津町
議会会議録

草津白根山火山
ハザードマップ

本会議
中継録画配信

忙 中感 記


